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対象業務の現状と取組み 

実証実験・業務シナリオ（TO-BE)・成果 

プレゼン：3月10日 B会場 16:30～ 拠点間のサプライチェーン、つながる工場 

生産進捗などの工程情報を発注元やサプライヤと共有して工場間見える化を実現 

工場間見える化の仕組み構築を行うとともに、生産現場の設備や作業工
程から自動的にデータ収集しその情報の可視化に取り組みました。発注元
やサプライヤなどに対して、共有すべき生産進捗や在庫、品質などの工程
情報をリアルタイムに共有する検討を行いました。MESデータを共有活用し
て、「つながる工場」実現化に近づきました。 

 発注元からの委託生産において、計画変更やトラブルなど
が生じると納期遅延がしばしば生じていました。それは、生産
進捗などの工程情報は、企業間・工場間をまたがる情報共
有はなく、見せるべき情報と隠すべき情報が不明瞭で、これ
によって、計画変更やトラブルに即応することができず納期遅
延を招いていました。 
 この課題を解決するためには、工程情報や生産進捗など
の情報を共有するルールと仕組みが必要です。工程間の情
報を生産現場の設備や作業工程から自動的に収集する仕
組みと、このデータを企業間・工場間で連携する工場間見
える化の仕組みを構築する必要があります。本WGでは、
MESデータを共有する仕組みをクラウドで構築して、「つなが
る工場」による効果を実証実験で確認しました。 

AS-IS 
全て人が情報のやり取り、 
調査をしている 

TO-BE 
共有している情報で、 
人は判断のみする。 

MESデータ共有＆見える化（MBC） 日報自動入力 業務シナリオ（TO-BE） 


